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第第
四四
回回
市市
議議
会会
定定
例例
会会

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算
案案
なな
どど

二二
十十
七七
議議
案案
をを
可可
決決

○
一
般
会
計
補
正
予
算

五
千
三
百
七
十
万
円

○
特
別
会
計
補
正
予
算

二
千
四
百
七
十
万
円
減
額

○
企
業
会
計
補
正
予
算

三
億
八
千
七
百
七
十
万
円
減
額

○
総

計

三
億
五
千
八
百
七
十
万
円
減
額

◇
人
事
案
件

一
件

◇
予
算
関
係

七
件

◇
条
例
関
係

七
件

◇
そ
の
他

十
一
件

◇
決
算
認
定

一
件

◇
請

願

三
件

（
継
続
審
査
）

去
る
十
二
月
二
日
か
ら
十
六

日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で

十
二
月
定
例
会
を
開
会
し
、
平

成
十
四
年
度
大
垣
市
一
般
会
計

補
正
予
算
、
大
垣
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
、
大
垣
市
税
条
例
の
一
部
改

正
、
大
垣
市
自
転
車
等
駐
車
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
三
十
議
案

を
慎
重
か
つ
活
発
な
議
論
の
中

審
議
し
、
請
願
三
件
を
継
続
審

査
と
し
、
そ
の
他
は
原
案
の
と

お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
を
先
議

定
例
会
の
初
日
、
人
事
案
件

一
件
を
先
議
し
、
大
垣
市
教
育

委
員
会
委
員
に
矢
橋
愼
哉
氏

（
再
任
、
赤
坂
町
二
七
六
番
地
）

の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
総

務
費
の
一
般
管
理
費
で
は
、
二

件
の
住
民
訴
訟
の
勝
訴
が
確
定

し
、
訴
訟
の
当
事
者
と
な
っ
た

職
員
等
の
訴
訟
に
係
る
費
用
の

補
助
及
び
市
の
弁
護
士
費
用
合

わ
せ
て
五
百
六
十
二
万
円
を
計

上
。防

災
費
で
は
、
昨
年
七
月
の

台
風
六
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
を

教
訓
と
し
て
、
住
民
の
防
災
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
非
常

時
の
迅
速
な
避
難
の
た
め
、
大

谷
川
流
域
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
費
に
五
百
十
万
円
を
計

上
。諸

費
で
は
、
将
来
の
財
政
負

担
に
対
処
す
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
に
一
億
円
を
積
立
。

選
挙
費
で
は
、
四
月
の
県
議

会
議
員
及
び
市
議
会
議
員
選
挙

の
事
務
費
と
し
て
、
千
七
百
三

十
六
万
円
の
計
上
と
公
営
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
設
置
経
費
と
し

て
、
債
務
負
担
行
為
、
百
九
十

万
円
を
設
定
。

民
生
費
で
は
、
児
童
手
当
が

支
給
対
象
者
の
増
加
に
よ
る
不

足
に
伴
い
二
千
百
九
十
万
円
を

計
上
。

衛
生
費
の
予
防
費
で
は
、
六

十
五
歳
以
上
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
委
託
料
が
、
接
種

率
の
増
加
等
に
よ
る
不
足
に
伴

い
、
七
百
万
円
を
計
上
。

環
境
対
策
費
で
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
件
数
の
増
加

に
伴
う
補
助
金
の
不
足
に
二
千

百
六
十
万
円
を
計
上
。

消
防
費
で
は
、
消
防
団
中
川

分
団
の
消
防
自
動
車
と
大
型
貨

物
車
と
の
交
通
事
故
の
損
害
賠

償
の
額
と
し
て
五
百
八
十
四
万

円
を
計
上
。

教
育
費
で
は
、
来
年
度
か
ら

五
つ
の
公
立
幼
稚
園
に
お
い
て

三
歳
児
ま
た
は
四
歳
児
を
新
た

に
受
け
入
れ
る
複
数
年
保
育
を

実
施
す
る
に
当
た
り
、
保
育
室

の
改
修
や
備
品
の
整
備
に
千
五

百
八
万
円
を
計
上
。

公
債
費
で
は
、
市
債
が
低
利

で
借
り
入
れ
で
き
た
た
め
、
地

方
債
利
子
千
五
百
万
円
を
減

額
。平

成
十
四
年
度
の
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
、
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
に
準
じ
、
職
員
の
給

与
改
定
等
に
伴
う
人
件
費
二
億

四
千
五
百
十
万
円
の
減
額
と
勧

奨
退
職
者
等
の
退
職
手
当
に
一

億
四
千
万
円
を
計
上
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、

老
人
保
健
医
療
事
業
会
計
、
介

護
保
険
事
業
会
計
及
び
下
水
道

事
業
会
計
の
四
会
計
並
び
に
企

業
会
計
の
病
院
事
業
会
計
、
水

道
事
業
会
計
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
職
員
の
給
与
改
定
等
に
伴
う

人
件
費
を
計
上
。

条
例
の
一
部
改
正

◇
大
垣
市
議
会
議
員
及
び
大
垣

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
用
自
動
車
の
使
用
及
び

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
大
垣
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

◇
大
垣
市
税
条
例
の
一
部
改
正

◇
大
垣
市
自
転
車
等
駐
車
場
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◇
大
垣
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

◇
大
垣
市
痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
設
置
条
例
の
廃
止

そ
の
他

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
横
曽
根
三
丁
目
地
内
の
横

曽
根
四
十
号
線
ほ
か
四
路
線
を

認
定
す
る
も
の
。

大
垣
市
と
養
老
郡
養
老
町
と

の
境
界
変
更
に
つ
い
て
は
、
県

営
ほ
場
整
備
事
業（
室
原
地
区

第
二
工
区
）の
工
事
完
成
に
伴

い
、
大
垣
市
及
び
養
老
町
の
境

界
を
変
更
す
る
も
の
。

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ

い
て
は
、
消
防
自
動
車
の
交
通

事
故
に
つ
い
て
損
害
賠
償
の
額

を
決
定
す
る
も
の
。

住
民
訴
訟
に
係
る
弁
護
士
報

酬
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
住
民

訴
訟
の
当
事
者
と
な
っ
た
職
員

の
勝
訴
が
確
定
し
た
の
で
改
正

前
の
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
市
が
そ
の
弁
護
士
報
酬
を

負
担
す
る
も
の
。

町
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
東
外
側
町
一
丁
目
地
内
の

町
の
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
、

本
町
一
丁
目
、
郭
町
東
一
丁
目

及
び
郭
町
一
丁
目
に
町
界
を
変

更
す
る
も
の
。

決
算
の
認
定

平
成
十
三
年
度
大
垣
市
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
を
認

定
。

第第
四四
回回
市市
議議
会会

定定
例例
会会
日日
程程

十
二
月
二
日

本
会
議

（
提
案
説
明
）

九
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

十
日
（
一
般
質
問
）

十
一
日

決
算
委
員
会

十
二
日

建
設
委
員
会

経
済
委
員
会

十
三
日

厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

十
六
日

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二
回回回回回回回回回回回回
市市市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時
会会会会会会会会会会会会

池池池池池池池池池池
田田田田田田田田田田
町町町町町町町町町町
とととととととととと
のののののののののの
合合合合合合合合合合
併併併併併併併併併併
協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会

設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置
をををををををををを
可可可可可可可可可可
決決決決決決決決決決

平
成
十
四
年
十
一
月
十
四

日
、
第
二
回
市
議
会
臨
時
会

を
開
会
し
、
揖
斐
郡
池
田
町

の
住
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
池
田

町
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た

「
大
垣
市
と
池
田
町
の
合
併

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
」

の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
合
併

に
関
す
る
委
員
会
で
審
査
の

後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
賛

成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

�

この議会だよりは再生紙を使用しています。ごみの減量、資源の有効利用にご協力ください。
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ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
か
ら
伊
吹
山
を
望
む
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財
政
の
現
状
を
示
せ

質
問：

財
政
の
現
状
は
。

答
弁：

一
般
会
計
で
の
二
○
○

一
年
度
末
市
債
残
高
は
、
五
百

六
億
五
千
万
円
。
十
年
後
は
三

百
四
十
億
円
に
圧
縮
で
き
る
と

予
想
し
て
い
る
。
適
切
な
市
債

活
用
と
管
理
に
十
分
注
意
を
払

い
、
諸
事
業
の
実
施
に
努
め

る
。行

政
評
価
に
つ
い
て

質
問：

市
民
が
共
通
の
基
盤

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
論
議
す
る

も
の
さ
し
が
行
政
評
価
で
あ

る
。
事
務
事
業
評
価
の
取
り
組

み
状
況
と
情
報
公
開
の
予
定

は
。
事
務
事
業
評
価
は
、
予
算

や
政
策
と
結
び
つ
く
政
策
評
価

と
並
行
し
て
行
っ
て
初
め
て
効

果
が
出
る
。
第
三
者
評
価
委
員

会
を
設
置
す
べ
き
。
平
成
十
二

年
の
大
垣
博
の
事
務
事
業
評
価

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁：

本
市
で
は
、
ま
ず
身
近

な
事
務
や
事
業
を
対
象
に
し
た

「
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
」

の
確
立
を
第
三
次
行
政
改
革
大

綱
に
位
置
づ
け
て
取
り
組
み
、

平
成
十
四
年
度
は
、
職
員
を
対

象
に
評
価
シ
ス
テ
ム
の
研
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
課
一

事
務
事
業
、
合
計
で
四
十
事
務

事
業
を
対
象
に
試
行
的
に
導
入

し
て
い
る
。
本
年
度
は
試
行
年

度
で
も
あ
り
、
一
部
の
事
務
事

業
に
お
い
て
成
果
指
標
の
設
定

が
で
き
な
い
な
ど
多
く
の
課
題

が
明
ら
か
に
な
り
、
来
年
度
は

さ
ら
に
職
員
の
評
価
能
力
の
向

上
に
努
め
、
対
象
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

情
報
公
開
と
来
年
度
予
算
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
は
試
行
の

た
め
、
評
価
表
に
市
民
に
誤
解

を
招
く
表
記
も
あ
る
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
来
年
度
以

降
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
形

で
公
表
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
本
年
度
の

評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
た

い
。
ま
た
、
政
策
評
価
へ
の
質

の
向
上
と
第
三
者
評
価
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
事

務
事
業
評
価
を
確
立
し
て
か

ら
、
施
策
評
価
、
政
策
評
価
へ

と
段
階
的
に
高
度
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
政

策
評
価
の
導
入
や
外
部
評
価
の

仕
組
み
、
例
え
ば
第
三
者
評
価

委
員
会
等
の
設
置
に
つ
い
て
は

今
後
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
中

で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

決
戦
関
ケ
原
大
垣
博
の
評
価

に
つ
い
て
は
、
目
標
以
上
の
来

場
者
が
あ
り
、
観
光
振
興
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
、
地
域
文

化
の
掘
り
起
こ
し
等
に
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

小
学
校
高
学
年
に
お
け

る
教
科
担
任
制
の
導
入

に
つ
い
て

質
問：
小
学
校
高
学
年
か
ら

教
科
担
任
制
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
小
中
一
貫
教
育
が
ス

ム
ー
ズ
に
推
進
で
き
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
弁：

小
学
校
で
は
、
児
童
の

心
身
の
発
達
を
総
合
的
に
把
握

し
な
が
ら
指
導
す
る
こ
と
か

ら
、
学
級
担
任
制
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
家
庭
環
境

や
社
会
環
境
の
変
化
か
ら
、
学

校
に
期
待
さ
れ
る
内
容
が
多
様

に
な
り
、
特
に
豊
か
な
心
と
確

か
な
学
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
教
科
担
任
制
に
よ
る
指

導
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
現

時
点
で
は
、
そ
の
必
要
な
教
科

の
教
員
の
確
保
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
。

本
市
で
は
、
学
校
の
実
情
に

応
じ
て
、
可
能
な
限
り
、
高
学

年
を
中
心
に
一
部
の
教
科
で
教

科
担
任
制
を
取
り
入
れ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
そ
の
制
度
を
発
展

さ
せ
、
小
中
一
貫
教
育
の
導
入

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。新

薬
と
医
療
事
故
防
止

に
つ
い
て

質
問：

効
き
目
が
同
じ
な
ら

高
価
な
新
薬
よ
り
も
後
発
薬
を

使
用
し
、
患
者
負
担
や
国
保
会

計
の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
。

既
に
多
く
の
病
院
で
成
果
を
上

げ
、
患
者
か
ら
も
喜
ば
れ
、
国

も
関
係
医
療
機
関
に
そ
の
切
り

か
え
を
指
示
し
て
い
る
。
新
薬

偏
重
は
死
亡
事
故
に
も
つ
な
が

る
。
市
民
病
院
は
新
薬
偏
重
を

改
め
、
市
民
も
納
得
で
き
る
医

師
の
モ
ラ
ル
の
確
立
と
度
重
な

る
事
故
の
対
策
を
見
直
す
べ
き

で
は
。

答
弁：

医
療
費
の
削
減
を
目
的

に
、
平
成
十
四
年
六
月
、
厚
生

労
働
省
か
ら
国
立
の
医
療
機
関

に
、
後
発
医
薬
品
使
用
の
促
進

を
図
る
旨
の
通
知
が
出
さ
れ
た

こ
と
は
承
知
を
し
て
い
る
が
、

市
民
病
院
で
は
、
患
者
に
対
し

て
よ
り
安
全
な
治
療
を
行
う
た

め
、
臨
床
試
験
を
重
ね
て
開
発

さ
れ
た
先
発
医
薬
品
を
採
用
の

基
本
に
考
え
て
い
る
。
後
発
医

薬
品
の
中
で
も
、
社
会
的
に
使

用
頻
度
が
高
く
、
信
頼
が
確
立

さ
れ
て
い
る
薬
剤
に
つ
い
て

は
、
現
在
約
四
％
に
当
た
る
六

十
五
品
目
を
院
内
で
使
用
し
て

い
る
。

新
薬
採
用
の
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
新
規
薬
剤
の
採
用
に

当
た
っ
て
は
、
医
師
の
申
請
に

基
づ
き
、
院
内
の
複
数
の
医

師
、薬
剤
師
等
で
構
成
す
る「
薬

事
委
員
会
」
で
、
効
能
、
必
要

理
由
な
ど
を
慎
重
に
審
議
し
、

決
定
し
て
い
る
。
今
後
も
、
後

発
医
薬
品
の
採
用
拡
大
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
民
病
院
で
は
、
事
故
予
防

の
た
め
、
事
故
発
生
時
の
対
応

ま
で
を
示
し
た
「
医
療
事
故
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
医
療
現
場
に
お
い

て
発
生
し
た
事
故
や
事
例
に
つ

い
て
は
報
告
書
を
提
出
さ
せ
、

毎
月
医
療
事
故
予
防
対
策
委
員

会
で
検
討
し
、
発
生
原
因
を
分

析
し
て
再
発
防
止
に
役
立
て
て

い
る
。
さ
ら
に
、
年
二
回
全
職

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
や
、

看
護
部
で
は
、
部
内
で
の
事
故

予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
患
者
に
医
療
行
為

を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明

し
、
同
意
を
得
る
、
い
わ
ゆ
る

「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ

ン
ト
」
に
十
分
心
が
け
る
よ

う
、
医
師
等
へ
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

女
性
専
門
外
来
の

設
置
を

質
問：

近
年
、
女
性
患
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
、
女
性

医
師
に
よ
る
女
性
専
門
外
来
を

開
設
す
る
動
き
が
徐
々
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
大
垣
市
民
病
院

に
お
い
て
も
、
ぜ
ひ
女
性
専
門

外
来
を
設
置
し
、
女
性
特
有
の

疾
患
や
健
康
の
悩
み
を
聞
き
、

き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
受

診
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁：

最
近
、
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
と
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

伴
っ
て
女
性
専
門
外
来
を
設

け
、
女
性
特
有
の
病
気
に
対
し

て
相
談
に
応
じ
た
り
、
診
察
を

す
る
医
療
機
関
が
都
市
部
な
ど

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
県
内
で
は
女
性
の
専

門
外
来
を
設
置
し
て
い
る
病
院

は
、
県
立
岐
阜
病
院
が
総
合
内

科
に
お
い
て
、
週
一
回
、
午
前

九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の
間
、

完
全
予
約
制
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
他
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た

女
性
医
師
が
担
当
し
て
い
る
。

大
垣
市
民
病
院
に
女
性
専
門

外
来
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
継
続
的
な
女
性
専
門
医

師
の
確
保
の
可
能
性
や
、
他
病

院
の
動
向
も
見
極
め
な
が
ら
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

市
民
病
院
で
の
患
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
に
つ
い
て

質
問：

市
民
病
院
の
診
察
室

と
中
待
合
室
は
カ
ー
テ
ン
の
み

で
仕
切
ら
れ
て
い
る
が
、
患
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
た

め
、
施
設
改
善
を
望
む
。

答
弁：

現
在
二
十
一
の
外
来
診

療
科
の
う
ち
、
十
六
の
診
療
科

に
お
い
て
、
患
者
に
診
察
ま
で

の
間
、
中
待
合
に
て
一
時
的
に

お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る
。
内

科
と
産
婦
人
科
で
は
、
診
察
室

と
中
待
合
の
出
入
口
は
扉
に
、

欄
間
部
分
は
ガ
ラ
ス
に
な
っ
て

い
る
が
、
他
の
診
療
科
で
の
出

入
口
は
、
カ
ー
テ
ン
と
な
っ
て

お
り
、
診
察
室
に
お
け
る
医
師

と
患
者
の
会
話
が
、
中
待
合
に

聞
こ
え
る
場
合
が
あ
る
。
患
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
は
、

患
者
中
心
の
医
療
を
進
め
て
い

く
上
で
、
十
分
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
診

察
室
の
会
話
が
、
中
待
合
に
聞

こ
え
な
い
よ
う
、
扉
や
ガ
ラ
ス

で
の
間
仕
切
り
に
つ
い
て
は
、

各
外
来
診
療
科
の
特
殊
性
や
機

能
性
も
考
慮
の
う
え
、
改
善
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
垣
駅
北
口
整
備

に
つ
い
て

質
問：

大
垣
駅
北
口
線
拡
幅

工
事
の
進
展
を
望
む
。
オ
ー
ミ

ケ
ン
シ
工
場
跡
地
へ
の
ユ
ニ
ー

出
店
と
北
口
線
の
工
事
時
期
が

重
な
り
、
交
通
渋
滞
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
の
対
応
策
と
、
一
向

に
進
展
し
て
い
な
い
大
垣
駅
北

口
広
場
及
び
自
由
通
路
の
早
期

整
備
を
。

答
弁：

大
垣
駅
北
口
線
の
進
捗

状
況
は
、
地
権
者
の
ご
協
力
で

用
地
取
得
も
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
国
道
二
十
一
号
か
ら
オ
ー

ミ
ケ
ン
シ
角
交
差
点
ま
で
の
区

間
延
長
約
七
百
七
十
㍍
を
平
成

十
五
年
度
末
に
、
交
差
点
か
ら

大
垣
駅
北
口
ま
で
の
区
間
延
長

約
三
百
三
十
㍍
を
平
成
十
六
年

度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
県
事

業
で
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

大
垣
駅
北
口
広
場
の
整
備
に

つ
い
て
は
現
在
、
東
西
道
路
の

計
画
等
を
含
め
た
広
場
区
域
の

見
直
し
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
十
五
年
度
以
降
に
都
市
計

画
を
変
更
し
、
北
口
線
の
完
成

に
引
き
続
い
て
事
業
に
着
手
す

十
二
月
九
日
、
十
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

決
戦
関
ケ
原
大
垣
博

大
垣
市
民
病
院
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大
垣
ま
ち
か
ど 

　
　
　
ス
ナ
ッ
プ 

大
垣
ま
ち
か
ど 

　
　
　
ス
ナ
ッ
プ 

大
垣
ま
ち
か
ど 

　
　
　
ス
ナ
ッ
プ 

る
予
定
。

ユ
ニ
ー
出
店
に
伴
う
交
通
対

策
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事

業
計
画
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、

地
域
の
意
向
等
も
踏
ま
え
、
事

業
者
、
県
及
び
関
係
機
関
と
十

分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

中
心
市
街
地
の

活
性
化
対
策
は

質
問：

中
心
市
街
地
を
活
性

化
さ
せ
る
に
は
、
経
営
感
覚
の

改
善
、
魅
力
の
あ
る
店
づ
く

り
、
市
街
地
及
び
商
業
基
盤
の

整
備
等
が
必
要
。
大
垣
駅
通
り

の
停
車
帯
の
有
料
駐
車
場
化

や
、
水
門
川
の
川
下
り
遊
覧
等

を
導
入
し
、
活
性
化
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

答
弁：

経
営
感
覚
の
改
善
に
つ

い
て
大
垣
市
Ｔ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
商

業
者
の
意
識
改
革
を
行
い
、
経

営
感
覚
を
磨
く
た
め
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
や
他

都
市
の
商
店
街
代
表
者
な
ど
に

よ
る
講
演
会
、
勉
強
会
な
ど

の
、
商
業
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

魅
力
の
あ
る
店
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
個
店
の
持
つ
優
れ
た

逸
品
の
掘
り
起
こ
し
を
初
め
、

個
性
的
な
商
品
や
特
色
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
育
て
る
た
め
の
、

一
店
逸
品
運
動
事
業
を
実
施
さ

れ
て
い
る
。

市
街
地
及
び
商
業
基
盤
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
現
在
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
区
域
の

再
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
関

係
部
局
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
都
市
再
生

プ
ラ
ン
策
定
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

大
垣
駅
通
り
の
停
車
帯
に
つ

い
て
は
、
岐
阜
県
大
垣
建
設
事

務
所
、
大
垣
警
察
署
と
と
も

に
、
パ
ー
キ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト
方

式
に
よ
る
路
上
駐
車
に
つ
い
て

検
討
し
た
が
、
安
全
面
及
び
管

理
面
で
問
題
が
あ
り
、
現
在
、

導
入
は
難
し
い
と
の
見
解
に

至
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
関
係

機
関
と
協
働
し
、
対
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

水
門
川
の
川
下
り
に
つ
い
て

は
、
毎
年
四
月
、
奥
の
細
道
む

す
び
の
地
「
舟
下
り
芭
蕉
祭
」

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
て

い
る
が
、
定
期
的
な
実
施
に
つ

い
て
は
、
水
位
流
量
を
確
保
す

る
た
め
の
せ
き
と
め
の
設
置

や
、
治
水
上
の
問
題
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
県
と
の
調
整
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
。今

後
も
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
定
期
的
な
舟

下
り
事
業
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

市
の
融
資
制
度
拡
大

に
つ
い
て

質
問：

市
と
し
て
融
資
制
度

の
拡
大
は
。

答
弁：

融
資
制
度
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
四
年
九
月
一

日
を
基
準
日
に
実
施
し
た
市
内

全
事
業
所
実
態
調
査
の
分
析
結

果
や
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
収
集
日
に
つ
い
て

質
問：

燃
え
る
ご
み
の
収
集

日
は
月
・
木
曜
日
と
火
・
金
曜

日
と
な
っ
て
い
る
が
、
祝
日
と

重
な
る
と
、
月
・
木
曜
日
が
収

集
日
と
な
っ
て
い
る
地
域
は
、

こ
と
し
九
回
未
収
集
で
あ
り
、

火
・
金
曜
日
が
収
集
日
の
地
域

は
、
一
回
の
み
が
未
収
集
で
あ

る
。
こ
れ
が
平
成
五
年
四
月
か

ら
十
年
間
続
い
て
い
る
。
祝
日

が
月
曜
日
で
も
収
集
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁：

現
在
、
燃
え
る
ご
み
の

収
集
は
、
市
内
を
月
・
木
地
域

と
火
・
金
地
域
に
分
け
、
祝
日

及
び
振
替
休
日
を
除
き
、
週
二

回
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、月
・
木
地
域
は
、火
・

金
地
域
に
比
べ
て
週
一
回
の
み

の
収
集
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
消
す

る
た
め
、
例
え
ば
月
・
木
地
域

と
火
・
金
地
域
の
収
集
日
を
交

替
す
る
方
法
、
月
曜
日
の
祝
日

等
に
収
集
す
る
方
法
、
あ
る
い

は
曜
日
ど
お
り
全
部
収
集
す
る

方
法
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
る
。

中
小
企
業
支
援
策
に

対
す
る
本
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

質
問：

先
行
き
の
見
え
な
い

経
済
情
勢
に
あ
っ
て
、
国
で
は

中
小
企
業
に
対
す
る
諸
施
策
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
中
小
企
業

の
多
い
本
市
で
は
、
独
自
性
の

あ
る
支
援
策
を
考
え
実
施
し
て

い
る
の
か
。

答
弁：

市
で
は
、
市
内
中
小
企

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
大
垣

市
中
小
企
業
緊
急
経
済
対
策
融

資
制
度
を
設
け
、
平
成
十
四
年

十
月
末
現
在
の
融
資
実
績
は
、

二
百
七
十
六
件
、
二
十
二
億
四

千
四
百
八
十
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
約
二
倍
の
利

用
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
垣
商
工
会
議
所
が

大
垣
市
情
報
工
房
二
階
の
「
西

濃
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
中
小
企
業

診
断
士
な
ど
に
よ
る
無
料
の
経

営
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年

度
は
六
百
二
十
件
の
相
談
実
績

が
あ
っ
た
。
市
と
し
て
は
、
今

後
も
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

を
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
大
垣
商
工
会
議
所
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
き
た
い
。

新
た
な
融
資
制
度
の
創
設
、

基
準
緩
和
に
つ
い
て
は
、
市
内

全
事
業
所
実
態
調
査
の
分
析
結

果
、
及
び
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
城
保
育
園
の

増
築
に
つ
い
て

質
問：

保
育
園
児
は
、
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
で
は
し
ゃ
ぎ
回
れ

る
こ
と
が
大
切
。
狭
い
保
育
室

で
は
ス
ト
レ
ス
も
た
ま
り
、
の

び
の
び
し
た
立
派
な
子
に
は
育

ち
に
く
い
。
三
、
四
歳
児
合
同

の
す
し
詰
め
保
育
で
は
、
健
全

と
は
言
い
が
た
く
、
職
員
の
努

力
も
限
界
に
近
い
と
思
わ
れ

る
。三

城
地
区
の
人
口
増
加
に
合

わ
せ
た
、
三
城
保
育
園
の
増
築

を
切
に
要
望
す
る
。

答
弁：

保
育
園
は
、
幼
児
期
の

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
極
め

て
重
要
な
時
期
を
保
育
す
る
機

能
を
担
っ
て
お
り
、
保
護
者
か

ら
の
期
待
は
、
大
き
い
も
の
が

あ
る
。現
在
、三
城
保
育
園
は
、

定
員
に
近
い
園
児
が
在
園
し
、

園
児
の
年
齢
構
成
に
よ
り
ク
ラ

ス
編
成
に
苦
慮
し
て
お
り
、
施

設
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る

が
、
止
む
を
得
ず
三
、
四
歳
児

の
混
合
ク
ラ
ス
編
成
で
対
応
し

て
い
る
。
新
年
度
の
入
園
受
付

の
際
に
は
、
保
護
者
に
事
情
を

説
明
し
、
比
較
的
余
裕
の
あ
る

和
合
保
育
園
等
へ
の
入
園
紹
介

を
し
て
い
る
。

保
育
室
の
増
築
に
つ
い
て

は
、
大
垣
市
幼
保
一
元
化
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
保
育
園
と

幼
稚
園
の
再
編
成
、
再
構
築
を

検
討
課
題
と
し
て
お
り
、
そ
の

結
論
を
待
ち
、対
応
し
て
い
き

た
い
。

防火の誓いを新たに
～大垣市消防出初式～

１，９１１人が新成人に
－大垣市成人式－

大
垣
駅
北
口
線
拡
幅
工
事

消防団員らを閲団する消防関係者

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

③

昨年の舟下り芭蕉祭

三城保育園

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
成
人
式

第１４号大垣市議会だより2003年 2月 15日
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第第
四四
回回
定定
例例
会会
でで
議議
決決

しし
たた
主主
なな
条条
例例

一
、
大
垣
市
議
会
議
員
及
び
大

垣
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て（
公
布
の
日
か
ら

施
行
）

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
準
じ
、
市
議
会
議

員
及
び
市
長
の
選
挙
に
係
る

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
。

二
、
大
垣
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て（
平
成
十
五
年
一

月
一
日
等
か
ら
施
行
）

人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
職

員
の
給
料
、
期
末
手
当
等
を

改
定
す
る
。
こ
の
改
正
に
関

連
し
て
大
垣
市
議
会
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

ほ
か
三
条
例
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

三
、
大
垣
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て（
平
成
十
五

年
一
月
一
日
等
か
ら
施

行
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

よ
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

記
載
事
項
の
証
明
制
度
等
の

創
設
等
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

四
、
大
垣
市
自
転
車
等
駐
車
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て（
平
成
十
五
年
三
月

一
日
か
ら
施
行
）

Ｊ
Ｒ
美
濃
赤
坂
駅
自
転
車

駐
車
場
を
赤
坂
町
百
三
十
四

番
地
五
に
設
置
す
る
も
の
。

五
、
大
垣
市
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
平
成
十
五
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
）

水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
貯
水
槽
水
道
に
関
し
水

道
事
業
者
及
び
貯
水
槽
水
道

設
置
者
の
責
任
に
つ
い
て
規

定
す
る
。
こ
の
改
正
に
関
連

し
て
大
垣
市
簡
易
水
道
の
管

理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

六
、
大
垣
市
痴
呆
性
老
人
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て（
公
布

の
日
か
ら
施
行
）

痴
呆
性
老
人
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
し
て
設
置
し
て
い

る
「
あ
お
の
里
」
を
廃
止
す

る
も
の
。

児童扶養手当制度の見直しを求める意見書

現下の日本の厳しい経済状況の中、離婚の急速な増加等により、母子家庭は年々
ふえ続け、現在では、全国で実に９５万世帯を超えている。
その一方で、母子家庭の平均年収は約２３０万円と伸び悩み、一般世帯の約３分の
１という低い水準にとどまっているなど、母子家庭を取り巻く環境は非常に厳しい実情
にあり、十分な理解ときめ細かな配慮が必要である。
このような厳しい状況の中で、限られた政府の財政事情を勘案しながら、児童扶養
手当制度を安定的に維持しつつ、就労支援を初めとする母子家庭が自立するため
の総合的な支援対策に取り組むことが必要である。また、その実効性を確保するため
の必要な財源の確保と体制の整備が必要である。
さらに、日本の社会では離婚した場合の養育費の支払い状況が極めて低いという
現状がある。離婚をしてもみずからの子供を養育する責任があることを明確にするとと
もに、養育費の確保を確実にするため、実効性のある措置が求められている。
よって、政府においては、次の施策の確立を図るべきである。

１．平成１５年度予算編成において、児童扶養手当への物価スライドの適用について
は、慎重にすること。

２．母子家庭の母親の就労支援や保育サービスの確保など、自立のための総合的な施策
の実施を図るために必要な予算を確保すること。

３．養育費の確保のため、実効性ある措置を講じること。
４．５年後の減額措置の検討に当たっては、就労支援等の実施状況や経済社会情勢
を十分に勘案すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１４年１２月１６日

大 垣 市 議 会

～
意
見
書
の
採
択
～

第
四
回
市
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
た
意
見
書
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

◇
障
害
者
支
援
費
制
度
の
導
入

に
伴
う
適
正
な
運
用
を
求
め

る
意
見
書

◇
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
総
合
的
な
子
育

て
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

◇
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策

の
早
期
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
◇
地
域
雇
用
対
策
の
強
化
・
改

善
を
求
め
る
意
見
書

こ
れ
ら
の
意
見
書
は
、
国
会

を
は
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
及

び
関
係
大
臣
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

障害者支援費制度の導入に伴う適正な運用を求める意見書

今後の福祉分野における多様な国民のニーズに対応するため、平成１５年度より、
障害者支援費制度が導入されることとなっている。今までの措置制度では自分で
サービスが選択できないため、障害者の多様なニーズへの対応が困難であり、障害
者の権利が十分に保障されないできたこと、またサービスが画一的になりがちであり、
かつ質の向上を促すことが困難であるなどの問題があった。一方、新しく導入される
支援費制度は、「与えられる福祉」から「選択できる福祉」への転換を促し、選ばれる
側の施設や事業者が、常にサービスの質の向上を目指すことが期待されている。
しかしながら、当該制度の導入に当たっては、情報提供や相談体制の確立など、
多くの整備すべき課題がある。ゆえに、利用者・市町村側に対する不安や懸念を早急
に取り除くとともに、当該制度の適正な運用を行う必要がある。
よって、政府においては、次の施策の確立を図るべきである。

１．支援費の基準を決定するに当たっては、障害者のサービス利用の必要性を十分
に勘案し、適切な額とすること。

２．現行のサービス水準を後退させないよう、制度移行に際して適切な対応を講じるこ
と。

３．障害者に対してきめ細かなサービス提供が確保されるよう、支援の必要性などの
適切な評価に基づく障害認定制度とすること。

４．自分で契約が困難な障害者への支援策を充実すること。
５．サービス水準の向上やサービス基盤の整備のため、「新障害者基本計画」の検討
を早急に進め、充実した計画とするとともに、その実現に必要な所要の財源を確保
すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１４年１２月１６日

大 垣 市 議 会

子供たちの健やかな成長のために総合的な子育て支援策を求める意見書

少子化対策が今日求められているが、単に少子化への歯どめをかけることだけを
目的とするのではなく、すべての子供たちが「生まれてきてよかった」と心から思える社
会、子供たちのひとみが生き生きと輝く社会を実現する視点が重要である。また、子育
ては、今や地域や社会全体が取り組む課題でもある。
我が国の将来を担う子供たちの健やかな成長のために、社会全体で子育てをサ

ポートする体制を充実することが必要であり、親への財政的支援、地域や社会におけ
る子育てのための環境整備、子育て家庭への支援など、総合的に子育て支援策を
展開することが望まれている。
よって、政府においては、次の施策の確立を図るべきである。

１．子育て中の一定期間、年金保険料を減免するなど、子育て支援の充実を図るこ
と。

２．育児・介護休業制度を利用しやすくするために、育児・介護休業手当の引き上げ
を図るとともに、育児休業等を理由とする不利益取り扱い禁止など制度の改善・拡
充を図ること。

３．妊産婦検診への公的助成の拡大、及び不妊治療の保険適用・公的支援を図るこ
と。

４．保育所入所待機児童ゼロを目指して、多様な保育ニーズに対応した保育サービ
スの充実を図ること。

５．地域子育て支援センターなど地域の子育て拠点を整備するとともに、関係者間の
連携による子育て支援ネットワークを構築して、子育てに悩みや不安を抱く親への
サポート体制を充実させること。

６．ひとり親家庭のために、自立のための経済的支援を初め、就労支援の充実、養育
費の確保など、法的整備を含む総合的な相談体制など万全の支援を図ること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１４年１２月１６日
大 垣 市 議 会

中小企業に対する支援策の早期拡充を求める意見書

日本経済が混迷をきわめる中で、中小企業の経営環境はま
すます厳しい状況となっている。市中の金融情勢は、中小企業
に対する貸し渋り、貸しはがし、保証渋りなどの問題により深刻
さをきわめており、中小企業者にとっては、もはや待ったなしの状
況である。政府の方針どおり、早急に不良債権処理やデフレ
対策を進めることは当然であるが、その結果、我が国経済の
屋台骨である中小企業への融資を一層滞らせ、結果的に多く
の倒産や失業の発生をもたらすことが懸念されている。
こうした状況にかんがみ、政府においては、中小企業者に対
するセーフティーネット保証・貸し付けの拡充や、資金調達の多
様化及び中小企業に対する税制の改革など、あらゆる中小企
業支援対策を大胆かつスピーディーに取り組むべきである。
よって、政府においては、次の施策の確立を図るべきである。

１．依然として厳しい中小企業の資金繰りに対応するため、金融
セーフティーネット保証・貸し付けの拡充を図ること。

２．売掛債権担保融資制度の普及・定着を図るため、中小企
業者及び金融機関への制度や仕組みに関するPRの強
化、当該制度の手続の簡素化などを促進し、その利用拡大
を図ること。

３．デフレ下における政府系金融機関の役割は極めて大きいこ
とから、政府系金融機関の見直しについて、ペイオフの完全
解禁を平成１７年度まで一時凍結すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１４年１２月１６日
大 垣 市 議 会

地域雇用対策の強化・改善を求める意見書

本年９月の完全失業率が５．４％と、依然として厳しい雇用状況が続いている。中には、
沖縄のように９．４％と、約１０人に１人が失業という非常に厳しい地域も少なくない。また、今
後の景気回復の見通しの不透明さから、依然として厳しい雇用状況が続くことが予想され
ている。さらに指摘されていることは、政府の総合デフレ対策の一環としての不良債権処理
の加速化が、企業への貸し渋りや貸しはがしを加速させ、それが失業率のさらなる上昇を
もたらすという懸念である。不良債権の処理は避けて通れない施策であるだけに、雇用に
ついての十分なセーフティーネットを確立することが求められている。
その中で、政府が平成１３年度補正予算に計上した緊急地域雇用創出特別交付金制
度は総額３，５００億円、平成１６年度までの予定で実施されているが、平成１４年度見込み
で約１６万３，０００人程度の雇用を生み出すなど、一定の成果を上げているところである。し
かし、制度上の制約が多く、その制度の改善が地方自治体などから求められている。
よって、政府においては、同制度の改善を含む地域雇用施策の強化・改善を図るなど、
地域の実情に即した雇用対策の実施を図るよう次の事項について強く要望するものであ
る。

１．緊急地域雇用創出特別交付金を活用するに当たっての６ヵ月の雇用期間、事業に占
める人件費割合８０％、及び全従業員に占める失業者割合が４分の３以上といった要
件を緩和し、地方自治体の活用しやすいものにすること。

２．緊急地域雇用創出特別交付金制度が継続的な雇用や起業につながるよう、介護や環
境等の公的サービスを行う民間の起業や地域ビジネスなどを支援する新しい地域雇用
支援制度を創設すること。

３．３０歳以上６０歳未満の非自発的失業者や職業訓練受講者を正社員として雇い入れた
場合に支給される新規・成長分野雇用創出特別奨励金や、失業情勢が悪化したとき
に発動される緊急雇用創出特別奨励金などの助成制度の充実を図ること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１４年１２月１６日
大 垣 市 議 会

④ 第１４号大垣市議会だより2003年 2月 15日


